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れ
、
実
際
に
源
平
盛
衰
記
が
『
後
漢
書
』
を
直
接
参
照
し
て
い
た

か
は
、
明
瞭
で
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
調
査
を
通
じ
て
、
延
慶
本

と
源
平
盛
衰
記
に
は
遠
藤
氏
の
指
摘
と
は
別
に
、『
後
漢
書
』
に

直
接
依
拠
し
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
三
史
の
中
で
も
っ
と
も
有
名
で

あ
る
『
史
記
』
も
、『
後
漢
書
』
と
同
じ
よ
う
に
直
接
依
拠
さ
れ

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
、
疑
問
が
生
じ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
問
題

を
検
討
し
た
い
。
こ
れ
を
通
じ
て
、
源
平
盛
衰
記
に
お
け
る
三
史

受
容
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

は
じ
め
に

　

か
つ
て
筆
者
は
拙
稿
「
源
平
盛
衰
記
に
お
け
る
『
後
漢
書
』
の

受
容（
１
）」
に
お
い
て
、
源
平
盛
衰
記
の
『
後
漢
書
』
受
容
状
況
に
つ

い
て
考
察
し
た
。『
後
漢
書
』
は
『
史
記
』『
漢
書
』
と
並
び
、
三

史
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
源
平
盛
衰
記
に
お
け
る
『
後
漢
書
』

の
引
用
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
光
正
氏（
２
）に

よ
っ
て
、『
明
文
抄
』・『
玉

函
秘
抄
』・『
世
俗
諺
文
』
な
ど
の
和
製
類
書
へ
の
依
拠
が
指
摘
さ

〈
論
文
〉

源
平
盛
衰
記
に
お
け
る
『
史
記
』
の
受
容
に
つ
い
て

陳
　
　
晨

一

142



【
表
】
源
平
盛
衰
記
に
お
け
る
『
史
記
』
が
源
泉
と
な
る
説
話

　
　
一
覧
表

番
号

巻
・
章
段

説
話
事
項
名

延
慶
本
長
門
本
直
接
典
拠

①

巻
一
、
五
節

夜
闇
打

沛
公
鴻
門
之

×

×

唐
鏡

②

巻
二
、
山
僧

焼
清
水
寺

会
稽
山

×

△

③

巻
三
、
朝
覲

行
幸

朝
覲
行
幸
由
来

×

×

唐
鏡

④

巻
六
、
小
松

殿
召
兵

幽
王
褒
姒
烽
火

事

△

△

唐
鏡

⑤

巻
八
、
康
頼

造
卒
都
婆

漢
朝
蘇
武

△

△

永
済
注

⑥

巻
十
一
、
育

王
山
送
金

高
祖
医
者

○

×

唐
鏡

⑦

巻
十
四
、
木

下
馬

漢
文
帝
千
里
馬

×

×

白
氏
文
集

⑧

巻
十
四
、
大

衆
揃

孟
嘗
函
谷

○

△

永
済
注

　

源
平
盛
衰
記
に
は
『
史
記
』
由
来
の
説
話
や
表
現
が
多
く
見
ら

れ
る
。
し
か
し
、
和
製
類
書
や
幼
学
書
な
ど
に
拠
る
箇
所
が
ほ
と

ん
ど
で
、
い
わ
ゆ
る
中
世
史
記
の
世
界
を
引
き
継
い
で
い
る
。
こ

れ
以
外
に
も
『
史
記
』
を
受
容
す
る
経
路
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

加
え
て
、
源
平
盛
衰
記
は
『
平
家
物
語
』
の
異
本
と
し
て
、
他
伝

本
と
異
な
る
記
事
や
表
現
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
独

自
の
記
事
や
表
現
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
源
平
盛
衰
記
編
者

の
漢
文
受
容
の
経
路
や
創
作
環
境
を
探
求
し
た
い
。

一
、
源
平
盛
衰
記
に
お
け
る
中
世
史
記
の
世
界

　

源
平
盛
衰
記
に
お
け
る
『
史
記
』
の
受
容
に
つ
い
て
、
既
に
数

多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
基
づ

き
、『
史
記
』
が
源
泉
と
な
る
説
話
と
そ
の
出
典
な
ど
を
ま
と
め

る
と
、
次
の
〈
表
〉
の
通
り
と
な
る
。
な
お
、
延
慶
本
と
長
門
本

に
ほ
ぼ
同
文
が
見
ら
れ
る
場
合
は
○
、
記
事
の
異
同
が
あ
る
場
合

は
△
、
記
事
が
存
在
し
な
い
場
合
は
×
の
よ
う
に
示
し
た
。
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⑲

巻
三
十
八
、

小
宰
互
局

慎
夫
人

×

×

蒙
求
和
歌

⑳

巻
三
十
九
、

重
衡
酒
宴

項
羽
最
期

△

△

永
済
注

　
【
表
】
に
あ
る
よ
う
に
、
源
平
盛
衰
記
に
は
『
史
記
』
を
源
泉

と
す
る
故
事
説
話
が
二
十
条
ほ
ど
あ
る
。
さ
ら
に
、
受
容
の
傾
向

と
し
て
、
漢
楚
合
戦
に
関
わ
る
記
事
が
七
条
ほ
ど
見
ら
れ
、
全
体

の
約
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
次
に
、
こ
れ
ら
の
故
事
説
話
の

受
容
経
路
を
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
通
じ
て
見
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
巻
一
か
ら
巻
六
ま
で
は
『
唐
鏡
』
を
通
じ
て
『
史
記
』

を
引
用
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
引
用
す
る
記
事
の
話

柄
も
比
較
的
『
史
記
』
に
忠
実
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
牛
尾

久
美
子
氏
は
「
沛
公
鴻
門
之
会
」
と
「
朝
覲
行
幸
来
由
」
の
二
話

が
直
接
『
唐
鏡
』
に
拠
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る（
３
）。

さ
ら
に
、

楊
暁
捷
氏
は
源
平
盛
衰
記
が
『
唐
鏡
』
に
よ
っ
て
『
史
記
』
を
受

容
す
る
例
と
し
て
「
幽
王
褒
姒
烽
火
事
」「
高
祖
医
者
」
の
二
話

を
追
加
し
て
い
る（
４
）。

⑨

巻
十
五
、
律

浄
房
日
印
事
季
札
剣

×

×

永
済
注

⑩

巻
十
六
、
謀

叛
不
遂
素
懐
始
皇
燕
丹

△

△

永
済
注

⑪

巻
十
七
、
謀

叛
不
遂
素
懐
勾
践
夫
差

×

×

⑫

巻
二
十
、
高

網
賜
姓
名

紀
信
詐
帝

×

×

古
注
蒙
求

⑬

巻
二
十
四
、

都
返
僉
議
事
趙
高
鹿
将
参

×

×

⑭

巻
二
十
七
、

信
濃
横
田
原

軍

周
武
王
誅
紂
王

×

×

⑮

巻
三
十
、
真

盛
被
討

朱
買
臣
錦
袴

×

×

永
済
注

⑯

巻
三
十
四
、

法
住
寺
城
郭

合
戦

武
王
紂
王
合
戦

△

△

六
代
勝
事

記
か

⑰

巻
三
十
四
、

法
住
寺
城
郭

合
戦

高
祖
韓
信
合
戦

△

△

六
代
勝
事

記
か

⑱

巻
三
十
五
、

木
曽
頭
被
渡
沛
公
入
咸
陽
宮

×

×
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こ
の
よ
う
に
、
源
平
盛
衰
記
は
『
史
記
』
の
説
話
を
受
容
す
る

際
に
、『
唐
鏡
』
や
永
済
注
な
ど
か
ら
直
接
引
用
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
一
方
、
説
話
単
位
で
は
な
く
、
引
用
章
句
の
レ
ベ
ル

で
見
て
ゆ
く
と
、
遠
藤
光
正
氏
は
八
十
四
例
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
う
え
で
、
源
平
盛
衰
記
に
は
「
項
羽
本
紀
」
か
ら
引
用
し
た
も

の
が
最
も
多
く
、「
伯
夷
伝
」「
越
世
家
」「
田
単
伝
」
な
ど
も
か

ら
の
引
用
も
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
そ
れ
ら

の
引
用
章
句
は
直
接
原
典
よ
り
引
用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
和

製
類
書
の
『
世
俗
諺
文
』・『
玉
函
秘
抄
』・『
管
蠡
抄
』・『
明
文
抄
』

な
ど
に
直
接
依
拠
し
た
例
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（
８
）。『
史

記
』
の
八
十
四
例
の
引
用
例
の
う
ち
、
和
製
類
書
と
重
な
る
例
は

二
十
五
例
見
ら
れ
る（
９
）。
そ
し
て
、
中
世
史
記
・『
唐
鏡
』・『
白
氏

文
集
』・『
後
漢
書
』
な
ど
を
直
接
典
拠
と
し
て
い
る
例
も
見
ら
れ

る
。
そ
れ
以
外
に
、
有
名
な
故
事
を
ま
と
め
た
章
句
や
断
片
的
な

語
句
な
ど
も
数
多
く
あ
る
。
い
ず
れ
も
直
接
『
史
記
』
に
拠
っ
た

と
は
断
言
で
き
な
い
。こ
う
し
た
状
況
を
ま
ず
確
認
し
た
う
え
で
、

源
平
盛
衰
記
が
『
史
記
』
の
本
文
を
参
照
し
た
可
能
性
は
あ
る
の

　

こ
の
「
幽
王
褒
姒
烽
火
事
」
は
『
平
家
物
語
』
諸
本
に
見
ら
れ

る
が
、
伝
本
に
よ
っ
て
異
同
が
大
き
い
。
例
え
ば
延
慶
本
・
長
門

本
で
は
烽
火
事
が
極
短
い
か
た
ち
で
ま
と
め
ら
れ
、
褒
姒
の
出
生

譚
が
『
唐
鏡
』
と
同
じ
よ
う
に
、「
狐
」
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

源
平
盛
衰
記
で
は
、
烽
火
の
記
事
を
長
く
記
述
し
た
後
、
褒
姒
の

出
身
譚
を
「
亀
ノ
子
」
と
「
狐
」
と
す
る
二
説
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
牧
野
和
夫
氏
は
源
平
盛
衰
記
の
褒
姒
の
出

身
譚
が
天
台
三
大
部
と
吒
天
信
仰
の
習
合
に
関
わ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る（
５
）。

　

そ
し
て
、
源
平
盛
衰
記
の
巻
八
以
降
に
な
る
と
、【
表
】
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
和
漢
朗
詠
集
の
永
済
注
に
拠
っ
て
『
史
記
』
を

享
受
す
る
記
事
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
黒
田
彰
氏

は
源
平
盛
衰
記
が
永
済
注
に
拠
っ
た
と
認
め
得
る
記
事
が
十
二
条

ほ
ど
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る（
６
）。
そ
の
中
に
は
、〈
表
〉
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、『
史
記
』
を
源
泉
と
す
る
例
が
六
つ
ほ
ど
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
例
え
ば
増
田
欣
氏
は
源
平
盛
衰
記
の
「
紀
信
詐
帝
」

な
ど
の
記
事
と
『
蒙
求
』
と
の
関
係
を
検
討
し
て
い
る（
７
）。
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ニ
勅
問
有
ケ
リ
。
梅
小
路
中
納
言
長
方
卿
申
サ
レ
ケ
ル
ハ
、

勲
功
之
賞
尤
可
被
行
カ
、
等
差
事
、
頼
朝
者
為
本
謀
、
義
仲

者
称
戦
功
歟
、（
Ａ
）
昔
誅
諸
呂
立
文
帝
、（
Ｂ
）
陳
平
雖
為

本
謀
、
周
勃
依
有
戦
功
、
周
勃
之
賞
已
越
陳
平
、
然
者
義
仲

之
賞
、
可
勝
頼
朝
歟
、
但
承
平
ニ
討
将
門
、
秀
郷
者
有
興
衆

平
定
之
忠
、
貞
盛
者
積
数
度
合
戦
之
功
、
公
卿
論
功
、
秀
郷

之
賞
超
貞
盛
畢
、
今
頼
朝
挙
義
兵
振
威
勢
、
旁
頼
朝
之
賞
可

勝
、
義
仲
ガ
除
目
事
、
円
融
院
大
井
河
御
遊
日
、
時
中
卿
被

任
参
議
、
其
後
於
陣
被
行
除
目
カ
、
任
件
例
被
仰
勧
賞
、
後

日
可
被
行
除
目
カ
、
嘉
承
摂
政
事
、
太
上
天
皇
詔
也
、
准
彼

例
可
被
行
ト
ゾ
被
申
ケ
ル
。

　

こ
れ
は
木
曽
義
仲
と
源
行
家
へ
勲
功
の
賞
を
行
う
べ
き
か
否
か

と
い
う
後
白
河
院
の
勅
問
に
対
し
て
、
藤
原
長
方
が
自
身
の
見
解

を
述
べ
た
一
節
で
あ
る
。
こ
こ
で
長
方
は
、
呂
氏
を
滅
ぼ
し
漢
文

帝
を
擁
立
し
た
時
、
陳
平
は
「
本
謀
」（
首
謀
者
）
で
あ
っ
た
が
、

周
勃
に
は
大
き
な
戦
功
が
あ
っ
た
た
め
陳
平
の
賞
を
超
え
た
例
を

か
を
次
に
考
察
し
た
い
。

二
、
源
平
盛
衰
記
に
お
け
る
『
史
記
』
の
引
用

　

源
平
盛
衰
記
に
お
け
る
『
史
記
』
受
容
は
、『
史
記
』
そ
の
も

の
に
依
拠
し
た
の
で
は
な
く
、『
唐
鏡
』・
中
世
史
記
・
和
製
類
書

な
ど
に
拠
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
実
際
に
源
平
盛
衰

記
を
見
て
ゆ
く
と
、
中
世
史
記
・
和
製
類
書
な
ど
に
は
見
ら
れ
な

い
、『
史
記
』
を
原
拠
と
す
る
詞
章
も
存
在
す
る
。
以
下
、
ア
〜

ウ
の
三
節
に
わ
け
て
、
各
事
例
を
検
討
し
た
い
。

ア
、
頼
朝
・
義
仲
の
勲
功

　

ま
ず
、
巻
三
十
二
「
法
皇
自
天
台
山
還
御
事
」
の
本
文
を
見
て

み
よ
う
。

同
晦
日
、
頭
弁
兼
光
朝
臣
奉
仰
、
可
被
行
行
家
、
義
仲
等
勲

功
之
賞
否
、
国
主
未
定
之
間
、
可
被
行
除
目
否
之
由
、
人
々

源平盛衰記における『史記』の受容について
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注
に
も
同
じ
よ
う
な
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
で
は
、『
史
記
』
巻
十

「
孝
文
本
紀
」
の
本
文
を
見
て
み
よ
う
。

（
Ａ
）
高
后
八
年
七
月
、
高
后
崩
。
九
月
、
諸
呂
呂
産
等
欲

為
乱
、
以
危
劉
氏
、
大
臣
共
誅
之
、
謀
召
立
代
王
、
事
在
呂

后
語
中
、
丞
相
陳
平
、
太
尉
周
勃
等
、
使
人
迎
代
王
。

（
中
略
）

（
Ｂ
）
呂
産
欲
為
不
善
、
丞
相
陳
平
與
太
尉
周
勃
謀
奪
呂
産

等
軍
。
朱
虚
侯
劉
章
首
先
捕
呂
産
等
。
太
尉
身
率
襄
平
侯
通

持
節
承
詔
入
北
軍
。
典
客
劉
揭
身
奪
趙
王
呂
祿
印
。
益
封
太

尉
勃
万
戸
、
賜
金
五
千
斤
。
丞
相
陳
平
、
灌
将
軍
嬰
邑
各
三

千
戸
、
金
二
千
斤
。
朱
虚
侯
劉
章
、
襄
平
侯
通
、
東
牟
侯
劉

興
居
邑
各
二
千
戸
、
金
千
斤
。

　

傍
線
部
の
よ
う
に
、『
史
記
』
巻
十
「
孝
文
本
紀
」
に
は
、
源

平
盛
衰
記
の
傍
線
部
Ａ
と
Ｂ
の
原
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

源
平
盛
衰
記
の
詞
章
は
こ
れ
よ
り
簡
略
で
要
約
さ
れ
た
か
た
ち
に

あ
げ
、
義
仲
の
賞
は
頼
朝
に
勝
る
か
と
ま
ず
述
べ
る
。
だ
が
、
一

方
で
平
将
門
の
乱
の
時
に
は
、
多
く
の
軍
勢
を
立
ち
上
が
ら
せ
た

藤
原
秀
郷
の
功
を
平
貞
盛
の
数
々
の
戦
功
よ
り
重
視
し
、
重
く
賞

し
た
例
も
あ
げ
、
こ
の
た
び
は
頼
朝
の
功
は
義
仲
に
勝
る
と
主
張

し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
傍
線
部
の
出
典
に
つ
い
て
、
遠
藤
氏
は
次

の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

こ
れ
は
（
Ａ
）（
Ｂ
）
と
も
に
、『
史
記
』
巻
十
の
孝
文
本
紀

が
、
そ
の
典
拠
で
あ
る
が
、
又
『
漢
書
』
巻
四
の
文
帝
紀
に

も
同
文
が
見
え
る
。
出
典
（
Ａ
）
の
文
中
に
「
代
王
」
と
あ

る
の
は
文
帝
の
こ
と
で
、
は
じ
め
立
っ
て
代
王
と
な
り
、
呂

后
崩
じ
、
大
臣
が
諸
呂
を
誅
す
る
に
及
び
、
迎
立
さ
れ
て
文

帝
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
遠
藤
氏
は
傍
線
部
の
出
典
が
『
史
記
』
巻
十

「
孝
文
本
紀
」、『
漢
書
』
巻
四
「
文
帝
紀
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
。
ま
た
、
中
世
の
文
学
『
源
平
盛
衰
記
』
六
・
五
四
頁
の
頭

（
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朱
虚
侯
章
首
先
捕
斬
産
。
太
尉
勃
身
率
襄
平
侯
通
持
節
承
詔

入
北
軍
。
典
客
揭
奪
呂
祿
印
。
其
益
封
太
尉
勃
邑
万
戸
、
賜

金
五
千
斤
。
丞
相
平
、
将
軍
嬰
邑
各
三
千
戸
、
金
二
千
斤
。

朱
虚
侯
章
、
襄
平
侯
通
邑
各
二
千
戸
、
金
千
斤
。

　

傍
線
部
の
よ
う
に
、『
漢
書
』
に
は
、
周
勃
の
賞
が
陳
平
を
超

え
た
こ
と
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
前
例
の

『
史
記
』
巻
十
「
孝
文
本
紀
」
と
『
漢
書
』
巻
四
「
文
帝
紀
」
と

同
様
、
源
平
盛
衰
記
の
詞
章
の
よ
う
な
要
約
形
式
に
な
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

　

一
方
、『
史
記
』
巻
五
十
六
「
陳
丞
相
世
家
」
に
は
次
の
よ
う

な
記
事
が
見
ら
れ
る
。

呂
太
后
立
諸
呂
為
王
、
陳
平
偽
聴
之
。
及
呂
太
后
崩
、
平
與

太
尉
勃
合
謀
、（
Ａ
）
卒
誅
諸
呂
、
立
孝
文
皇
帝
、（
Ｂ
）
陳

平
本
謀
也
。
審
食
其
免
相
。

孝
文
帝
立
、（
Ｂ
）
以
為
太
尉
勃
親
以
兵
誅
呂
氏
、
功
多
、

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
右
の
『
史
記
』
の
二
つ
の
章
段
の
間
に

は
（
中
略
）
部
分
に
該
当
す
る
長
い
文
章
が
挟
ま
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
見
れ
ば
、『
史
記
』
巻
十
「
孝
文
本
紀
」
は
源
平
盛
衰

記
の
直
接
の
典
拠
と
は
考
え
に
く
い
。

　

次
に
、『
漢
書
』
の
本
文
も
確
認
し
て
み
よ
う
。『
漢
書
』
巻
三

「
呂
太
后
本
紀
」
に
は
次
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（
Ａ
）
十
七
年
秋
、
高
后
崩
、
諸
呂
謀
為
乱
、
欲
危
劉
氏
。

丞
相
陳
平
、
太
尉
周
勃
、
朱
虚
侯
劉
章
等
共
誅
之
、
謀
立
代

王
。

　

右
の
よ
う
に
、『
漢
書
』「
呂
太
后
本
紀
」
に
は
「
誅
諸
呂
立
文

帝
」
に
関
わ
る
経
過
を
記
述
し
て
い
る
が
、
表
現
は
源
平
盛
衰
記

と
異
な
っ
て
い
る
。
次
に
、『
漢
書
』
巻
四
「
文
帝
紀
」
の
本
文

を
見
て
み
よ
う
。

（
Ｂ
）
呂
産
欲
為
不
善
、
丞
相
平
與
太
尉
勃
等
謀
奪
産
等
軍
。

（
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な
お
、
源
平
盛
衰
記
で
は
、
頼
朝
を
陳
平
に
、
義
仲
を
周
勃
に

喩
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
二
人
が
対
に
な
っ
て
記
さ
れ
て
い

る
が
、『
玉
葉
』
寿
永
二
年
七
月
卅
日
の
条
で
は
、
頼
朝
・
義
仲
・

行
家
三
人
の
勧
賞
の
こ
と
が
、
次
の
よ
う
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い

る
。

仰
二

左
大
臣
一

云
、
條
々
事
可
計
申
者
。

一
仰
云
、
今
度
義
兵
、
造
意
雖
レ

在
二

頼
朝
一

、
當
時
成
功
事
、

義
仲
・
行
家
也
、
且
欲
レ

行
レ

賞
者
、
頼
朝
之
欝
難
レ

測
、
欲
レ

待
二

彼
上
洛
一

、
又
両
人
愁
二

賞
之
晩
一

歟
、
両
ヶ
之
間
、
叡
慮

難
レ

決
、
兼
又
、
三
人
勧
賞
可
レ

有
二

等
差
一

歟
、
其
間
子
細
可
二

計
申
一

者
、

人
々
申
云
、
不
レ

可
レ

被
レ

待
二

頼
朝
参
洛
期
一

、
加
二

彼
賞
一

、

三
人
同
時
可
レ

被
レ

行
、
頼
朝
賞
、
若
背
二

雅
意
一

者
、
随
二

申

請
一

改
易
、
有
二

何
難
一

哉
、
於
二

其
等
級
一

者
、
且
依
二

勲
功
之

優
劣
一
、
且
随
二

本
官
之
高
下
一
、
可
レ

被
二

計
行
一
歟
、
惣
論
レ

之
、

第
一
頼
朝
、
第
二
義
仲
、
第
三
行
家
也
、

陳
平
欲
譲
勃
尊
位
、
乃
謝
病
。
孝
文
帝
初
立
、
怪
平
病
、
問

之
。
平
曰
、
高
祖
時
、
勃
功
不
如
臣
平
。
及
誅
諸
呂
、
臣
功

亦
不
如
勃
。
願
以
右
丞
相
譲
勃
。（
Ｂ
）
於
是
孝
文
帝
乃
以

絳
侯
勃
為
右
丞
相
、
位
次
第
一
、
平
徙
為
左
丞
相
、
位
次
第

二
。
賜
平
金
千
斤
、
益
封
三
千
戸
。

　

こ
の
く
だ
り
は
、
呂
太
后
が
崩
御
し
た
後
、
陳
平
が
周
勃
と
謀

り
、
呂
氏
一
族
を
誅
し
、
孝
文
皇
帝
を
位
に
立
て
た
論
功
行
賞
の

際
、
陳
平
は
本
謀
で
あ
る
が
、
周
勃
に
は
戦
功
が
あ
っ
た
の
で
、

賞
が
陳
平
を
超
え
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
傍
線
部
の
よ
う
に
、

『
史
記
』
巻
五
十
六
「
陳
丞
相
世
家
」
の
詞
章
は
源
平
盛
衰
記
に

近
い
と
い
え
よ
う
。
特
に
、
傍
線
部
の
「
卒
誅
諸
呂
、
立
孝
文
皇

帝
」
と
「
陳
平
本
謀
也
」
は
、
源
平
盛
衰
記
傍
線
部
の
「
昔
誅
諸

呂
立
文
帝
」
と
「
陳
平
雖
為
本
謀
」
に
近
似
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
於
是
孝
文
帝
乃
以
絳
侯
勃
為
右
丞
相
、
位
次
第
一
、
平
徙
為
左

丞
相
、
位
次
第
二
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
明
確
に
周
勃
の

位
次
が
陳
平
を
超
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
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こ
れ
に
準
え
、
行
家
の
賞
に
は
触
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

イ
、
河
陽
之
蒐
春
秋
猶
忌
之

　

次
に
、『
源
平
盛
衰
記
』
巻
二
「
清
水
寺
縁
起
」
に
は
、
次
の

よ
う
な
本
文
が
見
ら
れ
る
。

左
衛
門
督
重
盛
卿
ハ
、
当
家
追
討
ノ
披
露
一
定
僻
事
ニ
コ
ソ
、

参
テ
御
気
色
伺
ハ
ン
ト
テ
、
院
参
シ
給
ケ
ル
程
ニ
、
上
皇
ハ

又
閭
巷
ノ
説
ヲ
為
被
謝
仰
六
波
羅
ヘ
御
幸
ア
リ
。
左
衛
門
督

公
光
卿
、
治
部
光
隆
卿
供
奉
セ
ラ
レ
タ
リ
。
重
盛
卿
道
ニ
テ

参
会
給
ヒ
、
御
供
申
テ
奉
入
。
平
中
納
言
清
盛
ハ
、
用
心
ノ

為
ニ
ヤ
所
労
ト
称
シ
テ
見
参
ニ
入
ラ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
空
ク
還

御
有
ケ
リ
。
河
陽
之
蒐
春
秋
猶
忌
之
ト
イ
ヘ
リ
、
忽
ニ
君
臣

ノ
道
ヲ
忘
テ
、
今
上
下
ノ
礼
ヲ
背
ケ
レ
共
、
君
ト
シ
テ
其
罪

ヲ
責
ル
ニ
ア
タ
ハ
ズ
、
臣
ト
シ
テ
其
咎
ヲ
恐
ル
ル
事
ナ
シ
。

朝
家
ノ
恥
武
将
ノ
驕
、
只
此
事
ニ
ア
リ
。
是
又
平
家
ノ
狼
藉

ノ
第
二
度
也
。

頼
朝
（
京
官
、
任
国
、
加
級
、
左
大
臣
云
、
於
二

京
官
一

者
、

参
洛
之
時
可
レ

任
、
余
云
、
不
レ

可
レ

然
、
同
時
可
レ

任
、
長
方

同
レ

之
）

義
仲
（
任
国
、
叙
爵
）

行
家
（
任
国
、
叙
爵
、
但
以
二

国
之
勝
劣
一

任
レ

之
、
尊
卑
可
二

差
別
一

云
々
。
実
房
卿
云
、
義
仲
従
上
、
行
家
従
下
宜
歟
）

　

右
の
よ
う
に
、『
玉
葉
』
で
は
、
頼
朝
・
義
仲
・
行
家
三
人
に

つ
い
て
触
れ
、
行
家
を
頼
朝
・
義
仲
に
次
ぐ
第
三
位
と
記
し
て
い

る
。
一
方
、
源
平
盛
衰
記
は
頼
朝
と
義
仲
二
人
の
勲
功
を
中
心
に

描
き
、
行
家
の
賞
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら

く
、
源
平
盛
衰
記
の
編
者
が
『
史
記
』
巻
五
十
六
「
陳
丞
相
世
家
」

に
影
響
さ
れ
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
源
平
盛
衰
記
の
編
者

は
『
玉
葉
』
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
義
仲
・
行
家
を
賞
す
る
際
、

頼
朝
も
交
え
て
行
賞
す
る
必
要
が
生
じ
、
三
者
の
等
級
を
定
め
た

事
実
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
賞
の
順
位
を
定
め

る
先
例
と
し
て
陳
平
・
周
勃
の
故
事
を
想
起
し
、
頼
朝
と
義
仲
を

（
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た
。
こ
れ
は
臣
下
と
し
て
非
礼
な
こ
と
で
、『
春
秋
』
で
は
君
王

の
明
徳
を
損
じ
な
い
た
め
に
、「
天
王
狩
于
河
陽
」
と
し
て
記
し

て
い
る
。
源
平
盛
衰
記
で
は
、
こ
の
故
事
を
借
り
て
清
盛
の
臣
下

と
し
て
の
無
礼
を
描
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、『
春
秋
左
氏
伝
』
で
は
原
話
の
か
た
ち
で
載
せ
ら
れ

て
お
り
、
源
平
盛
衰
記
の
よ
う
な
要
約
形
式
に
な
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
一
方
、『
史
記
』
巻
三
十
九
「
晋
世
家
」
に
は
本
話

を
要
約
し
た
か
た
ち
で
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。

冬
、
晋
侯
会
諸
侯
於
温
、
欲
率
之
朝
周
。
力
未
能
、
恐
其
有

畔
者
、
乃
使
人
言
周
襄
王
狩
于
河
陽
。
壬
申
、
遂
率
諸
侯
朝

王
於
践
土
。
孔
子
読
史
記
至
文
公
、
曰
諸
侯
無
召
王
、
王
狩

河
陽
者
、
春
秋
諱
之
也
。

　

傍
線
部
の
よ
う
に
、「
晋
世
家
」
に
は
「
王
狩
河
陽
者
、
春
秋

諱
之
也
」
の
一
文
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
源
平
盛
衰
記
の
傍
線
部

「
河
陽
之
蒐
春
秋
猶
忌
之
」
と
同
じ
く
要
約
形
式
に
な
っ
て
お
り
、

　

こ
れ
は
清
水
寺
焼
失
後
、
平
家
追
討
の
噂
を
打
ち
消
す
た
め
に
、

後
白
河
院
が
六
波
羅
へ
御
幸
し
た
が
、
清
盛
に
会
え
ず
に
そ
の
ま

ま
還
御
し
た
こ
と
を
描
い
た
く
だ
り
で
あ
る
。
こ
の
事
態
に
対
し

て
、
源
平
盛
衰
記
は
傍
線
部
以
下
の
よ
う
に
、
他
本
に
見
ら
れ
な

い
独
自
の
評
価
を
し
、
清
盛
の
後
白
河
院
に
対
す
る
不
遜
を
非
難

し
て
い
る
。
傍
線
部
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
中
世
の
文
学
『
源
平

盛
衰
記
』
一
・
六
四
頁
の
頭
注
に
次
の
よ
う
な
指
摘
が
見
ら
れ
る
。

晋
の
文
公
が
袞
王
を
招
い
た
、
河
陽
で
の
会
合
に
つ
い
て
、

史
書
の
「
春
秋
」
は
詳
述
す
る
こ
と
を
憚
っ
て
い
る
意
。「
是

会
也
、
晋
侯
召
王
、
以
諸
侯
見
、
且
使
王
狩
、
仲
尼
曰
、
以

臣
召
君
、
不
可
以
訓
、
故
書
曰
、
天
王
狩
于
河
陽
、
言
非
其

地
、
也
且
明
徳
也
」（
春
秋
左
氏
伝
・
僖
公
二
十
八
年
）。

　

こ
こ
で
は
出
典
と
し
て
『
春
秋
左
氏
伝
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

晋
の
文
公
が
襄
王
を
温
の
地
ま
で
召
し
て
、
河
陽
で
狩
り
を
さ
せ

（
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）
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「
勃
鞮
之
言
」「
管
仲
之
計
」
に
喩
え
て
、
時
政
の
助
言
を
評
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
傍
線
部
の
典
拠
に
つ
い
て
、
遠
藤
氏
は
「（
Ａ
）

の
出
典
は
『
左
伝
』
の
僖
公
二
十
五
年
を
典
拠
と
し
て
引
い
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
。「
勃
鞮
」は
寺
人
の
客
名
に
し
て
人
名
で
は
な
い
。

（
Ｂ
）
は
『
史
記
』
巻
六
十
二
の
管
晏
列
伝
が
そ
の
典
拠
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
Ｂ
は
さ
て
置
き
、
ま
ず
は
『
春
秋
左
氏
伝
』

の
本
文
を
見
て
み
よ
う
。

晋
侯
問
原
守
於
寺
人
勃
鞮
、
対
曰
、
昔
趙
衰
以
壺
飧
從
径
、

餒
而
弗
食
、
故
使
処
原
。

　

こ
れ
は
晋
文
公
が
勃
鞮
に
原
の
大
夫
の
適
任
者
を
尋
ね
た
時
、

勃
鞮
が
推
薦
し
た
趙
衰
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
た
部
分
で
あ

る
。
し
か
し
、
源
平
盛
衰
記
に
い
う
「
昔
晋
文
信
勃
鞮
之
言
」
と

は
本
話
で
は
な
く
、
晋
文
公
が
二
度
も
自
分
を
謀
殺
し
よ
う
と
し

た
勃
鞮
の
密
告
を
信
じ
、
呂
甥
・
冀
芮
の
謀
反
を
防
い
だ
話
を
指

す
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
話
は
『
国
語
』「
晋
語
四
」
に
次
の
よ
う

詞
章
も
類
似
し
て
い
る
。

ウ
、
晋
文
勃
鞮
・
斉
桓
管
仲

　

加
え
て
、
源
平
盛
衰
記
巻
十
九
「
兵
衛
佐
催
家
人
事
」
の
次
の

本
文
を
見
て
み
よ
う
。

其
言
実
ア
リ
テ
、
其
詞
弁
有
ケ
レ
バ
、
兵
衛
佐
モ
深
ク
信
ジ

給
ヒ
ケ
リ
。
時
政
若
知
天
之
時
歟
、
将
又
得
兵
之
法
歟
、
其

詞
一
事
モ
違
事
ナ
カ
リ
ケ
リ
。（
Ａ
）
昔
晋
文
信
勃
鞮
之
言
、

以
旧
威
愕
、（
Ｂ
）
斉
桓
用
管
仲
之
計
、
以
天
下
ヲ
匡
セ
リ
キ
。

今
頼
朝
ト
時
政
ト
、
合
体
同
心
シ
テ
、
廻
籌
於
氈
帳
之
中
、

烏
合
群
謀
之
賊
束
手
於
軍
門
、
決
勝
於
島
夷
之
外
、
狼
戻
返

逆
之
徒
伝
、
首
於
京
都
、
天
下
遂
平
定
、
海
内
永
一
統
セ
リ
。

　

こ
れ
は
平
家
追
討
の
院
宣
を
受
け
て
軍
勢
を
集
め
て
い
た
頼
朝

が
北
条
時
政
の
意
見
を
聞
く
場
面
に
つ
づ
く
、
時
政
の
助
言
の
的

確
さ
を
評
す
る
く
だ
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
主
を
成
功
さ
せ
た

（
15
）
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于
是
呂
甥
、
冀
芮
畏
偪
、
悔
納
文
公
、
謀
作
乱
、
将
以
己
丑

焚
公
宮
、
公
出
救
火
而
遂
殺
之
。
伯
楚
知
之
、
故
求
見
公
。

公
遽
出
見
之
、
曰
、
豈
不
如
女
言
、
然
是
吾
悪
心
也
、
吾
請

去
之
。
伯
楚
以
呂
、
郤
之
謀
告
公
。
公
懼
、
乘
馹
自
下
、
脱

会
秦
伯
于
王
城
、
告
之
乱
故
、
及
己
丑
、
公
宮
火
、
二
子
求

公
不
獲
、
遂
如
河
上
、
秦
伯
誘
而
殺
之
。

　

右
の
よ
う
に
、
勃
鞮
は
献
公
と
惠
公
の
命
令
で
二
度
も
文
公
を

殺
そ
う
と
し
た
。
の
ち
に
文
公
が
晋
に
戻
り
、
勃
鞮
は
斉
桓
公
と

管
仲
の
話
を
引
い
て
自
身
の
忠
心
を
説
得
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し

て
、
呂
甥
・
冀
芮
の
謀
反
を
密
告
し
、
文
公
は
こ
れ
に
よ
っ
て
難

か
ら
逃
れ
ら
れ
た
。
し
か
し
、『
国
語
』
で
は
原
話
を
記
す
か
た

ち
で
、
源
平
盛
衰
記
の
よ
う
な
要
約
形
式
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。

　

一
方
、『
史
記
』
巻
八
十
三
「
魯
仲
連
鄒
陽
列
伝
」
に
は
次
の

よ
う
な
本
文
が
見
ら
れ
る
。

に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

初
、
献
公
使
寺
人
勃
鞮
伐
公
于
蒲
城
、
文
公
逾
垣
、
勃
鞮
斬

其
袪
。
及
入
、
勃
鞮
求
見
、
公
辞
焉
、
曰
、
驪
姬
之
讒
、
尓

射
余
于
屏
內
、
困
余
于
蒲
城
、
斬
余
衣
袪
。
又
為
惠
公
從
余

于
渭
濱
、
命
曰
三
日
、
若
宿
而
至
。
若
干
二
命
、
以
求
殺
余
。

余
于
伯
楚
屢
困
、
何
舊
怨
也
。
退
而
思
之
、
異
日
見
我
。
対

曰
、
吾
以
君
為
已
知
之
矣
、
故
入
。
猶
未
知
之
也
、
又
将
出

矣
。
事
君
不
貳
是
謂
臣
、
好
悪
不
易
是
謂
君
。
君
君
臣
臣
、

是
謂
明
訓
。
明
訓
能
終
、
民
之
主
也
。
二
君
之
世
、
蒲
人
、

狄
人
、
余
何
有
焉
。
除
君
之
悪
、
唯
力
所
及
、
何
貳
之
有
。

今
君
即
位
、
其
無
蒲
、
狄
乎
。
伊
尹
放
太
甲
而
卒
以
為
明
王
、

管
仲
賊
桓
公
而
卒
以
為
侯
伯
。
乾
時
之
役
、
申
孫
之
矢
集
于

桓
鉤
、
鉤
近
于
袪
、
而
無
怨
言
、
佐
相
以
終
、
克
成
令
名
。

今
君
之
德
宇
、
何
不
寬
裕
也
。
悪
其
所
好
、
其
能
久
矣
。
君

実
不
能
明
訓
、
而
棄
民
主
。
余
、
罪
戾
之
人
也
、
又
何
患
焉
。

且
不
見
我
、
君
其
無
悔
乎
。

（
16
）
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何
則
。
欲
善
亡
厭
也
。
夫
晋
文
親
其
讎
、
彊
伯
諸
侯
。
斉
桓

用
其
仇
、
而
一
匡
天
下
。〈
張
晏
曰
、
寺
人
勃
鞮
為
晋
献
公

逐
文
公
、
斬
其
袪
。
及
文
公
即
位
、
用
其
言
以
免
呂
郄
之
難
。

管
仲
射
中
桓
公
帯
鉤
、
而
用
為
相
。〉

　

注
釈
部
分
の
よ
う
に
、『
漢
書
』
の
顔
師
古
注
に
は
、
勃
鞮
と

管
仲
の
手
柄
を
簡
潔
に
記
し
て
い
る
。
ま
た
、『
文
選
』
巻
三
十

九
鄒
陽
の
「
於
獄
上
書
自
明
一
首
」
の
次
の
部
分
を
見
て
み
よ
う
。

故
功
業
覆
于
天
下
何
則
欲
善
無
猒
也
。
夫
晋
文
公
親
其
仇
而

强
霸
諸
侯
。〈
善
曰
張
晏
曰
寺
人
勃
鞮
也
、
善
曰
。
国
語
曰
、

初
献
公
使
寺
人
勃
鞮
伐
文
公
于
蒲
城
、
文
公
逾
垣
寺
人
斬
其

袪
、
及
入
寺
人
求
見
、
于
是
呂
郤
冀
芮
畏
逼
悔
納
公
謀
作
乱
、

伯
楚
知
之
故
求
見
公
、
公
遽
見
之
、
伯
楚
以
呂
郤
之
謀
告
公

韋
昭
曰
、
寺
人
掌
內
袪
袂
也
。
勃
鞮
字
伯
楚
。〉
斉
桓
公
用

其
仇
而
一
匡
天
下
。〈
善
曰
左
伝
寺
人
披
謂
晋
侯
曰
、
斉
桓

公
置
射
鈎
而
使
、
管
仲
相
論
語
曰
、
管
仲
相
桓
公
霸
諸
侯
、

是
以
聖
王
覚
寤
、
捐
子
之
之
心
、
而
能
不
説
於
田
常
之
賢
。

封
比
干
之
後
、
修
孕
婦
之
墓
、
故
功
業
復
就
於
天
下
。
何
則
。

欲
善
無
厭
也
。
夫
晋
文
公
親
其
讎
、
彊
霸
諸
侯
、
斉
桓
公
用

其
仇
、
而
一
匡
天
下
。
何
則
、
慈
仁
慇
勤
、
誠
加
於
心
、
不

可
以
虚
辞
借
也
。

　

こ
れ
は
斉
国
の
鄒
陽
が
他
人
の
中
傷
で
囚
わ
れ
、
己
の
弁
明
を

す
る
た
め
に
梁
孝
王
に
書
い
た
手
紙
の
中
の
一
節
で
あ
る
。
傍
線

部
の
よ
う
に
、『
史
記
』
で
は
源
平
盛
衰
記
と
同
じ
よ
う
に
、
晋

文
公
と
斉
桓
公
が
そ
の
仇
敵
を
信
用
す
る
こ
と
が
セ
ッ
ト
で
記
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
傍
線
部
に
つ
い
て
、『
史
記
集
解
』
に
は
「
謂

晋
寺
人
勃
鞮
斉
管
仲
也
」
と
い
う
よ
う
に
、
勃
鞮
・
管
仲
の
名
前

を
補
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
じ
よ
う
な
記
述
は
『
漢
書
』
の
顔
師
古
注
、『
文
選
』

の
李
善
注
に
も
見
ら
れ
る
。『
漢
書
』
巻
五
十
一
「
賈
鄒
枚
路
伝
」

の
注
を
見
て
み
よ
う
。
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た
が
、『
史
記
』
の
場
合
は
直
接
の
引
用
例
に
該
当
す
る
可
能
性

が
あ
る
も
の
は
右
の
ア
〜
ウ
三
例
に
と
ど
ま
っ
た
。
特
に
イ
と
ウ

で
は
、
源
平
盛
衰
記
の
中
の
人
物
を
『
史
記
』
の
中
の
人
物
と
対

照
し
て
い
る
が
、
両
作
の
字
句
は
異
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
も

し
源
平
盛
衰
記
が
直
接
『
史
記
』
を
参
照
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
、

直
接
依
拠
し
た
例
が
三
例
し
か
な
い
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
れ

ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
例
は
『
史
記
』
を
直
接
引
用
し
た
と
い
う
よ
り

も
、
和
製
類
書
や
中
世
史
記
と
は
異
な
る
二
次
的
文
献
に
依
拠
し

た
可
能
性
が
高
い
。

　

一
方
、
例
え
ば
延
慶
本
第
二
中
の
卅
六
「
燕
丹
之
亡
事
」
に
は
、

燕
太
子
丹
が
追
討
さ
れ
た
後
、
荊
軻
の
昔
の
親
友
で
あ
る
高
漸
離

が
再
度
始
皇
帝
暗
殺
を
試
み
た
が
、
や
は
り
失
敗
し
て
殺
さ
れ
た

記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
出
典
と
し
て
「『
史
記
』
ニ
見
エ

タ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
佐
伯
真
一
氏
は
こ
の

部
分
は
多
く
『
史
記
』
に
依
拠
し
つ
つ
も
、
他
の
文
献
も
挿
入
し

た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、「
史
記
に
依
拠
せ
ぬ
諸
本
の
史
記
と
の

共
通
語
句
は
、
史
記
と
の
間
に
延
慶
本
的
本
文
の
介
在
を
想
定
す

一
匡
天
下
。〉

　

傍
線
部
の
よ
う
に
、『
文
選
』
に
も
『
史
記
』・『
漢
書
』
と
一

致
し
た
本
文
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
李
善
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た

注
の
部
分
で
は
、
勃
鞮
と
管
仲
に
つ
い
て
、『
史
記
』・『
漢
書
』

よ
り
も
さ
ら
に
詳
し
い
説
明
が
見
ら
れ
る
。こ
の
よ
う
に
み
る
と
、

源
平
盛
衰
記
の
本
話
が
『
史
記
』・『
漢
書
』・『
文
選
』
の
古
注
釈

の
い
ず
れ
か
を
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
平
家
物
語
』

諸
本
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
様
相
を
解
明
す
る
た
め
の
重
要
な
問

題
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
さ
ら
に
究
明
し
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に

　

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
か
つ
て
筆
者
は
源
平
盛
衰
記
が
『
後

漢
書
』
の
原
典
を
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

当
然
、『
後
漢
書
』
よ
り
有
名
な
『
史
記
』
も
直
接
依
拠
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
れ
を
前
提
に
調
査
し
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（
４
）　

楊
暁
捷
氏
「
源
平
盛
衰
記
に
お
け
る
中
国
故
事
説
話
に
つ
い
て
の

研
究
」（『
国
語
国
文
』
第
五
十
五
号
、
一
九
八
六
年
）

　
（
５
）　

牧
野
和
夫
氏
「「
幽
王
始
め
て
是
を
開
く
」
と
い
う
こ
と
―
―
天
台

三
大
部
注
釈
書
と
「
源
平
盛
衰
記
」
の
一
話
を
め
ぐ
る
覚
書
」（『
実

践
国
文
学
』
第
三
十
四
号
、
一
九
八
八
年
）

　
（
６
）　

黒
田
彰
氏
『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
』
第
二
章
第
一
節
「
源

平
盛
衰
記
と
和
漢
朗
詠
集
永
済
注
―
―
増
補
説
話
の
資
料
」（
和
泉

書
院
、
一
九
八
七
〜
一
九
九
五
年
。
初
出
、『
説
話
文
学
研
究
』
第

十
七
号
、
一
九
八
二
年
）

　
（
７
）　

増
田
欣
氏
「
平
家
物
語
と
源
光
行
の
蒙
求
和
歌
」（『
富
山
大
学
教

育
学
部
紀
要
』
第
十
七
号
、
一
九
六
九
年
）

　
（
８
）　

遠
藤
光
正
氏
「「
源
平
盛
衰
記
」
に
載
録
の
漢
籍
と
引
用
章
句
の
用

法
に
つ
い
て
」（『
東
洋
研
究
』
第
百
十
号
、
一
九
九
四
年
）　

　
（
９
）　

遠
藤
光
正
氏
注
２
前
掲
論
文

　
（
10
）　

遠
藤
光
正
氏「『
源
平
盛
衰
記
』に
引
用
の
漢
籍
の
典
拠　

六
」（『
東

洋
研
究
』
第
九
十
一
号
、
一
九
九
〇
年
）

　
（
11
）　

以
下
、『
史
記
』
本
文
の
引
用
は
全
て
新
釈
漢
文
大
系
『
史
記
』
五
・

る
」
と
述
べ
、
平
家
物
語
諸
本
に
お
け
る
燕
丹
説
話
の
古
態
が
延

慶
本
に
見
ら
れ
る
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
延

慶
本
は
『
史
記
』
と
親
近
し
た
関
係
性
が
見
ら
れ
る
が
、
源
平
盛

衰
記
で
は
『
史
記
』
の
受
容
が
殆
ど
二
次
的
文
献
に
拠
っ
て
い
る

こ
と
が
窺
え
る
。
源
平
盛
衰
記
の
編
者
は
『
史
記
』
原
典
そ
の
も

の
に
参
照
せ
ず
に
、
和
製
類
書
や
中
世
史
記
、
そ
れ
以
外
の
二
次

的
文
献
も
加
え
、
多
種
の
資
料
を
通
じ
て
『
史
記
』
の
内
容
を
摂

取
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
注

　
（
１
）　

陳
晨
「
源
平
盛
衰
記
に
お
け
る
『
後
漢
書
』
の
受
容
」（『
軍
記
と

語
り
物
』
第
五
十
六
号
、
二
〇
二
〇
年
）

　
（
２
）　

遠
藤
光
正
氏
「「
源
平
盛
衰
記
」
に
引
用
の
漢
籍
の
典
拠　

一
〜
八
」

（『
東
洋
研
究
』
第
七
十
七
・
八
十
・
八
十
五
・
八
十
七
・
九
十
一
・

九
十
四
・
百
四
号
、
一
九
八
六
〜
一
九
九
二
年
）

　
（
３
）　

牛
尾
久
美
子
氏
「「
源
平
盛
衰
記
」
の
中
国
故
事
説
話
に
つ
い
て
」

（『
国
文
目
白
』
第
十
号
、
一
九
七
一
年
）

（
17
）
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七
・
九
（
明
治
書
院
、
一
九
七
三
年
）
に
よ
る
。

　
（
12
）　

九
条
兼
実
著
『
九
条
家
本
玉
葉
』
第
二
（
宮
内
庁
書
陵
部
、
一
九

九
四
年
）

　
（
13
）　

以
下
、
源
平
盛
衰
記
本
文
の
引
用
は
全
て
『
源
平
盛
衰
記 

慶
長
古

活
字
版
』（
勉
誠
社
、
一
九
七
七
〜
一
九
七
八
年
）
に
よ
る
。
な
お
、

句
読
点
と
濁
点
は
私
に
補
っ
た
。

　
（
14
）　

市
古
貞
次
氏
ほ
か
校
注
、
中
世
の
文
学
『
源
平
盛
衰
記　

一
』
六

四
頁
頭
注
（
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
四
年
）

　
（
15
）　

遠
藤
光
正
氏
「「
源
平
盛
衰
記
」
に
引
用
の
漢
籍
の
典
拠　

四
」（『
東

洋
研
究
』
第
八
十
七
号
、
一
九
八
八
年
）

　
（
16
）　

大
野
峻
氏
編
、
新
釈
漢
文
大
系
『
国
語
』
上
（
明
治
書
院
、
一
九

七
五
年
）

　
（
17
）　

佐
伯
真
一
氏
「
平
家
物
語
燕
丹
説
話
の
成
立
」（『
軍
記
と
語
り
物
』

第
十
五
号
、
一
九
七
九
年
）
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Citation Issues of the “Shiji” in the “Genpei jōsuiki”

CHEN Chen

Abstract

This paper mainly investigates the citation issue of the “Shiji”

（Records of the Grand Historian）in the “Genpei jōsuiki”. In a previous 

study I have discussed about the citation of the “Hòu Hànshū”（Book of 

the Later Han Dynasty）in the “Genpei jōsuiki”, and discovered that it is 

highly possible that the “Hòu Hànshū” was been directly cited. This 

leads to the question if the “Shiji”, which is one of the three most diffused 

Chinese historical books in ancient Japan, was been directly cited as well.

Based on this assumption, the result of my analysis shows that in 

the “Genpei jōsuiki” there are only three cases which are similar to the 

contents of the “Shiji”, and in particular two of the examples differ from 

the text in the “Shiji”. Since there are only three examples of direct 

referring to the “Shiji” in the “Genpei jōsuiki”, we can assume that the 

“Shiji” is not directly cited in the “Genpei jōsuiki”, but extracted through 

many kinds of secondary sources.

Key words: Genpei jōsuiki, Shiji（Records of the Grand Historian）， 

Citation Issues
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